
 令和３年度 稚内市廃棄物減量等推進審議会開催結果（議事録） 

 

１ 日 時 

  令和３年９月10日（金） 14：00～15：15 

 

２ 場 所 

  稚内市一般廃棄物最終処分場 会議室（新光町1789番地） 

 

３ 出席者 

 ・審議会委員 

  遠藤会長、高橋副会長、瀧澤委員、波間委員、小川委員、鈴木委員、野口委員、 

川原委員、堀江委員、細田委員 

 ・事務局 

  藤原生活福祉部長、太田生活衛生課長、木村生活衛生課主査 

 ・施設見学対応 

  稚内環境テクノロジー㈱ 岡代表取締役 

 

４ 会議の概要 

（1）稚内市一般廃棄物最終処分場について 

 （2）稚内市のごみの現状について 

 

以下に、意見及び質疑応答に関する発言を記載しますが、発言者を特定できないように氏

名を伏せています。 

 

【意見・質疑応答】 ○委：審議会委員 ○事：事務局 

稚内市のごみの現状について 

○委：令和２年度にごみが減少した理由について、人口減少以外の要因はあるか。 

○事：新型コロナウイルス感染症の影響などもあり、総量としては減少しているが、一人一

日あたりのごみ排出量は微減であるため、人口減少が主な要因と考えている。 

○委：生ごみ収集量は減少しているが、バイオエネルギーセンターのメタン化量は増加して



いる。要因はなにか。 

○事：令和元年度はバイオエネルギーセンターのメタン発酵槽の故障により、ガスの生成が

できない期間があったため、令和２年度のメタン化量が増加した。 

○委：リサイクルショップや古紙回収事業者など、他市と比べて民間事業者による処理の機

会が少ないことも稚内市のごみ量が多い要因のひとつとの事だが、稚内市として、

民間事業者を誘致するなどの方針はあるのか。 

○事：札幌市では、市が直接古紙回収を実施しなくても、民間事業者による回収の仕組みが

ある。以前は稚内市でも古新聞回収業者による処理が行われる機会もあったが、現

在はそのような機会が少なくなっている。民間事業者の参入はすぐには困難であ

り、排出量を減らしていく事が重要と考えている。 

○委：子供たちに対するタブレットなどを活用した教育の実施は有効と考える。その他に

も、処分場見学を通じて、実際にごみ処理の現場を体験することも重要ではない

か。 

○事：全ての学校ではないが、リサイクルセンターやバイオエネルギーセンターと併せて、

最終処分場の施設見学も実施されている。コロナ禍の影響もあり現在は実施が困難

な状況ではあるが、施設見学は出前講座のメニューにもなっているため、学校をは

じめ市民の皆様にも是非活用をいただいたいと考えている。 

○委：なぜ、稚内市はごみ排出量が全道下位になっているのか、その原因を分析することが

重要である。地理的な要因など、やむを得ない状況がある場合は、多い事に対して

理解を得られる場合もあるのではないか。原因をつきとめて対策を図っていかなけ

ればならないだろう。 

○委：本日、本審議会で話し合われた内容について、簡略的で良いので議事録を作成し各委

員へ配布いただくともに、新体制での審議会においても情報を共有いただきたい。 

○事：承知しました。 

 

以上 


